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Abstract 
The concentrations of hazardous substances and dust in smoking rooms newly constructed on the 
Yagiyama and Nagamachi Campuses of the Tohoku Institute of Technology were surveyed. In both 
smoking rooms, formaldehyde was frequently detected above the indoor concentration limit of 0.08 
ppm.  The dust concentration was also above guideline levels of 0.15 mg/m3 at all times. Maps of 
the distributions of hazardous substances and dust concentrations showed differences in their 
concentrations in different parts of the smoking rooms, especially for formaldehyde and dust. The 
number of room users was positively correlated with the ammonia concentration, which was the 
substance in the smoking rooms with the highest concentration. The dust concentration was higher 
in the smoking room on Nagamachi Campus than on Yagiyama Campus, although the variation in 
dust concentration was small. The concentrations of hazardous substances and dust outside the 
entrances of the smoking rooms were at normal atmospheric levels. Therefore, it is thought that the 











煙の粒子成分が約  4,300 種 類 ,ガス成分が約 
1,000 種類の合計約 5,300 種類と報告されてい
る。これらの化学物質には,発がん性があると報告
される物質も約 70 種類存在している[2]。 各種
有害物質の発生は主流煙より副流煙の方が多い 
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       図 1 八木山キャンパス個室型喫煙所平面図 
         ①～⑩ 濃度測定地点 
 









おいて，喫煙所内 2 箇所，周辺 1 箇所で測定を行
った。喫煙所の平面図と測定地点を図 3 に示す。 













          図 2 八木山キャンパス喫煙所設置設備 
 
 








           図 3 長町キャンパス個室型喫煙所平面図 
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引体積 100 mL/回の条件で 5 回吸引した。アンモ
ニアは検知管 No.3L(測定範囲：0.5〜78ppm)を用
い，吸引時間 45 秒，吸引体積 100 mL/回の条件
で 2 回吸引した。 
 (b) 粉じん濃度測定 
 粉じん濃度は，光散乱方式デジタル粉じん計
(KANOMAX 3442)で測定した。測定時間は 2 分
とし，たばこの煙の質量濃度変換係数（K 値）[10]
を主流煙と副流煙混合煙の場合の 9.6×10-4 
mg/m3として，相対濃度 CPM(count per minute)
値を質量濃度[mg/m3]に変換した。 
(c) 利用状況及び温度測定 
 利用者数は 12：00～13：00 まで数取器で入退





















半 12:00〜12:30, 後半 12:30〜13:00 に分け，前































R/G 値:1.15，R-G 値:25 を示し，No.91LL(手動型)
は目視読取り値が 0.07ppm の変色境界で R/B
値:1.4，R-B 値:48 を示した。変色層の境界前後で
の RGB 値の増減傾向から，No.91PL(ポンプ型)
は R/G 値:1.15，R-G 値:25，No.91LL(手動型)は
R/B 値:1.4，R-B 値:48 を変色境界の閾値とし，以
降の測定ではポンプ型は R/G 値，R-G 値の両方が，






3.1  2014 年 12 月の状況 
(1) 喫煙所利用状況 
2014 年の測定期間における八木山キャンパス喫
煙所の利用者数等を表 1 に示す。 
 測定期間中の昼休み 1時間の利用者数は昼休み








a : ホルムアルデヒ ド 濃度    a < 0 .0 2  p pm  
                                     0 .0 2  ≦ a < 0 .0 4  
                                     0 .0 4  ≦ a < 0 .0 6  
                                     0 .0 6  ≦ a < 0 .0 8  
                                     0 .0 8  ≦ a
b : アンモニア濃度    b  < 0 .2 5  p p m  
                             0 .2 5  ≦ b  < 0 .5 0  
                             0 .5 0  ≦ b  < 0 .7 5  
                             0 .7 5  ≦ b  < 1 .0  
                             1 .0  ≦ b
温は約 21℃に保たれているが，室外は 3〜7 ℃と
なっているため， 喫煙所の利用者数は多かった。
また，喫煙所での平均滞在時間は 4 分 41 秒〜6
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えられる。ホルムアルデヒドの 23 ℃, 101.3 kPa
における空気中相互拡散係数は 1.53×10-5 m2 /s 






3.2  2015 年 11〜12 月の状況 
(1) 喫煙所利用状況 
2015 年の測定期間における八木山キャンパス喫
煙所の利用者数等を表 3 に示す。 
 











 八木山喫煙所の昼休み 1 時間の利用者数は 54～









 表 4 に 2015 年の測定期間における長町キャン
パス喫煙所の利用者数等を示す。 












 表 5 に各測定日における八木山キャンパス喫煙
所内地点②のホルムアルデヒド及びアンモニア
濃度を示す。 











 ホルムアルデヒドは 11 月 11 日の後半を除く全
ての測定値で厚生労働省が定めた室内濃度指針
値の 0.08ppm を超えていた。その中でも測定日
11 月 25 日が最も高く，前後半平均で 0.35ppm を
示した。表 3 から 11 月 25 日は最も利用者数が多
いため，平均濃度も高くなったと考えられる。ア











































管 91LL の変色は温度の影響を受けやすく，11 月
19 日の室内温度 13.5℃での変色層の温度補正係































     図 6 八木山キャンパス喫煙所測定物質濃度の測定日別 










































      図 7 長町キャンパス喫煙所測定物質濃度の測定日別 
      変動幅(2015 年) 
 
 測定日によっては物質が検出されないことも
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 測定日によっては物質が検出されないことも






























      図 8 八木山喫煙室内の利用者数と測定物質濃度の相関 













       図 9 八木山喫煙室内の利用者数と測定物質濃度の相関 












    図 10 八木山喫煙室内の利用者数(前半)と測定物質濃度 
           (後半)の相関 

















 図 9 に 2014, 2015 年における地点②での測定
結果をあわせた場合の利用者数に対する物質濃
度の散布図を示す。相関係数はアンモニアで




















 図 11,12 に八木山，長町キャンパス喫煙所の測
定日及び測定地点別粉じん質量濃度を示す。 



















c: 粉じ ん濃度    c < 0 .2  m g /m 3 
                      0 .2  ≦ c < 0 .6  
                      0 .6  ≦ c < 0 .8  
                      0 .8  ≦ c < 1 .0  
                      1 .0  ≦ c























  図 11 八木山・長町キャンパス喫煙所 粉じん質量濃度の 














 図 12 八木山・長町キャンパス喫煙所 粉じん質量濃度の 
   測定地点別変動幅 
  
 長町キャンパス喫煙所において 11 月 19 日と
12 月 9 日の地点①，②の測定結果を比較すると，
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